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奴
踊
り
の
由
来

今
を
去
る
こ
と
二
面
七
・
八
十
年
前
、
津
軽

四
代
藩
主
怖
政
公
は
、
領
内
の
開
認
に
力
を
注

ぎ
、
武
士
を
投
入
し
て
屯
川
兵
の
仕
組
で
珊
収

を
図
る
こ
と
に
し
た
。
釉
公
の
仰
せ
と
は
い
え

武
士
と
し
て
は
ず
か
し
め
に
会
っ
た
よ
う
に
志

望
者
も
少
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
鴫
海
伝
右
エ

門
は
要
子
と
奴
徳
助
を
連
れ
真
而
Ｈ
に
州
腱
し

嘉
瀬
に
住
み
つ
き
、
近
隣
の
百
姓
達
と
三
面
町

歩
を
良
川
に
か
え
ま
し
た
。
た
だ
黙
々
と
し
て

州
魏
に
従
布
す
る
こ
と
数
年
、
期
限
に
お
く
れ

て
金
木
の
御
蔵
に
年
貢
米
を
納
め
に
つ
い
た
際

珊
時
川
瞭
で
あ
っ
た
も
の
が
御
廠
の
役
人
と
し

て
出
仙
し
て
お
り
、
彼
を
見
る
目
が
以
外
に
も

つ
め
た
く
、
腰
抜
け
武
士
の
典
捌
よ
と
冷
笑
さ

れ
た
・彼
は
次
第
に
懐
疑
的
に
な
り
、
Ｈ
が
た
つ
に

つ
れ
て
沈
み
が
ち
に
な
っ
た
。
主
人
お
も
い
の

奴
徳
助
は
こ
の
さ
ま
を
み
て
、
恵
ま
れ
な
い
主

人
を
な
ぐ
さ
め
よ
う
と
し
て
思
い
つ
い
た
の
が

次
の
二
述
詩
だ
っ
た
。

、
嘉
瀬
と
金
木
の

川
の
川
．

石
．
流
れ
て

木
の
葉
コ
沈
む

そ
し
て
ｎ
分
で
節
（
ふ
し
）
を
つ
け
振
り
つ

け
も
し
、
秋
の
取
り
入
れ
の
振
舞
酒
（
ふ
る
ま

い
ざ
け
）
の
席
や
、
〃
見
の
夜
な
ど
自
ら
踊
り

主
人
の
不
遮
を
な
ぐ
さ
め
た
の
が
嘉
瀬
の
奴
州

り
と
な
っ
て
残
さ
れ
て
き
た
の
だ
と
い
う
。

「
布
．
流
れ
て
木
の
葉
コ
沈
む
」
と
は
誠
実
な

者
は
忠
ま
れ
ず
、
上
役
に
要
領
よ
く
と
り
入
る

軽
薄
な
も
の
が
ノ
サ
バ
ル
こ
と
を
暗
に
言
っ
た

も
の
だ
ろ
う
と
云
わ
れ
、
い
わ
ゆ
る
「
こ
の
世

は
サ
ヵ
サ
マ
だ
」
と
い
う
こ
と
を
楓
刺
し
た
農

民
の
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
を
秘
め
た
唄
と
み
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
が
藩
公
の
耳
に
入
り
、
視
察
に
巡

視
し
た
際
こ
の
別
り
を
み
て
、
「
奴
州
り
」
と

命
名
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
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こ
と
し
の
〃
秋
の
叙
勲
″
は
、
生
存

者
叙
勲
に
、
県
内
在
住
者
四
十
六
人
、

以
外
在
住
者
三
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
栄
誉

に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

当
町
大
字
喜
良
市
太
田
治
氏
（
消

防
団
副
団
長
）
も
勲
六
等
旭
Ⅱ
章
の
叙

I

j

l

去
る
十
一
月
九
Ⅲ
招
築
の
金
木
町

議
会
臨
時
会
で
、
金
木
町
長
選
挙
立

候
補
の
た
め
辞
任
さ
れ
た
金
木
町
助

役
が
、
こ
れ
ま
で
八
ヶ
月
間
の
空
席

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
臨
時

議
会
に
お
い
て
、
助
役
、
収
入
役
の

選
任
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
べ
く

金
木
町
助
役
に

花
田
柾
義
氏
就
任

勲
六
等
旭
日
章
の

」

栄
誉
に
浴
す

金
木
町
消
防
団

副
団
長
太
田

’
勲
を
う
け
ら
れ
ま
し
た
。

太
田
氏
は
、
昭
和
七
年
喜
良
市
村
消

防
組
消
防
手
を
拝
命
以
来
四
十
年
余
の

長
き
に
わ
た
り
、
た
だ
一
筋
に
消
防
の

亜
要
性
に
心
を
か
た
む
け
、
消
防
力
の

強
化
と
間
貝
の
指
導
育
成
に
つ
く
し
、

幟
鑑
孔
錐
珪
牢
潅
鋤
確
に
咋
狐
澁
嘩
一

一

つ
い
て
は
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
選
任
さ
れ
た
新
助
役
花
川

柾
推
氏
は
、
明
治
四
十
川
年
生
れ
、

昭
和
三
年
五
農
卒

″
八
年
陸
軍
省
経
理
川
勤
務
一

″
九
年
大
蔵
省
主
税
岫
勤
務
一

〃
十
七
年
よ
り
終
戦
ま
で
、

雅
需
省
軍
需
官
一一

〃
二
十
五
年
嘉
瀬
村
議
一
期

合
併
に
よ
り
金
木
町
雛
一
期

昭
和
三
十
四
年
よ
り

北
津
軽
製
材
協
例
組
合
理
事

（
現
在
に
至
る
）
一

■
．
価
弔
ｌ
■
ｑ
ｌ
価
。
’
■
■
Ｌ
■
！
■
ｌ
■
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Ｌ
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昭
和
四
十
九
年
度
の
県
統
計
大
会
は

十
一
月
二
十
六
日
、
県
農
業
会
館
ホ
ー

ル
で
調
査
風
や
関
係
者
な
ど
約
五
両
五

十
人
が
出
席
し
て
嘘
大
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

こ
の
席
で
、
金
木
町
は
住
花
統
帥
捌

査
功
労
者
と
し
て
総
理
大
臣
賞
を
、
ま

地
域
住
民
の
尊
い
生
命
、
身
体
及
び
財

産
を
災
害
か
ら
保
護
し
、
社
会
公
共
の

描
祉
の
墹
進
に
努
め
ら
れ
た
功
績
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
か
ず
か
ず
の
章

を
授
与
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
主
な
る

も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
昭
和
二
十
八
年
五
月
二
Ｈ
青
森
県
消

防
協
会
長
よ
り
勤
功
章

○
同
三
十
七
年
四
月
二
十
九
Ｈ
県
消
防

協
会
長
よ
り
現
場
功
労
章

○
同
四
十
二
年
五
月
三
日
日
本
消
防
協

会
長
よ
り
永
年
勤
続
の
功
労
に
よ
る

勤
続
章
（
三
十
年
以
上
）

○
同
閲
十
四
年
五
月
三
Ⅱ
日
本
消
防
協

会
長
よ
り
粘
績
章

○
同
四
十
五
年
三
月
三
Ⅱ
消
防
庁
長
官

よ
り
永
年
勤
続
功
労
章

○
同
四
十
五
年
五
川
三
Ⅱ
県
消
防
協
会

長
よ
り
功
労
章

○
同
四
十
八
年
五
月
三
Ｈ
県
消
防
協
会

長
よ
り
永
年
勤
続
の
功
労
に
よ
る
勤

続
章
（
四
十
年
以
上
）

○
同
日
、
日
本
消
防
協
会
長
よ
り
功
績

章

金
木
町
に
総
理
大
臣
賞

通
産
大
臣
よ
り

角
田
偲
氏
に
も

異
淵
な
る
物
価
商
の
反
映
に
よ
る
発
想
か
・
し
、
町
で
は
腱
家
の
生
産
意
欲
を

商
め
、
一
人
で
も
川
か
せ
ぎ
者
を
少
な
く
し
生
拙
に
役
立
た
せ
、
ま
た
、
一
般

淌
岱
背
に
も
い
く
ら
か
で
も
安
く
新
鮮
な
も
の
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
と
い
う

こ
と
か
、
ｂ
汰
験
的
に
始
め
た
も
の
で
す
が
、
意
外
に
嘘
況
で
快
よ
い
好
排
を
は

く
し
て
い
ま
す
。

こ
の
朝
市
は
、
試
験
的
な
も
の
と
あ
人
気
を
呼
び
、
人
出
が
多
く
な
る
に
つ

っ
て
、
週
一
Ｍ
（
毎
週
木
咄
Ⅱ
）
朝
六
れ
仙
数
も
多
く
な
り
、
な
か
な
か
の
盛

時
三
十
分
か
ら
、
旧
金
木
営
林
悪
庁
舎
況
ぶ
り
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

で
開
設
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
初
は
十
一
川
い
っ
ぱ
い
の

第
一
回
目
は
、
十
一
吋
七
Ⅱ
に
開
投
開
設
計
画
を
た
て
ま
し
た
が
、
一
部
住

は
じ
め
と
あ
っ
て
生
産
者
も
多
少
の
不
民
の
要
望
も
あ
り
、
町
で
は
生
産
者
代

安
も
あ
っ
た
と
見
え
、
あ
ま
り
品
数
も
表
、
一
般
消
饗
者
、
農
協
代
表
な
ど
に

揃
わ
ず
十
分
そ
こ
そ
こ
で
売
り
切
れ
、
よ
び
か
け
協
議
し
た
結
果
、
も
う
一
度

早
朝
か
ら
の
来
場
者
に
少
々
気
の
毒
な
年
末
に
特
別
開
設
す
る
予
定
で
す
。

点
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
第
二
回
な
お
、
明
年
か
ら
は
さ
ら
に
検
討
を

第
三
回
と
今
回
は
第
四
回
目
で
す
が
、
加
え
、
一
層
充
実
し
た
も
の
に
し
、
地

た
前
統
計
係
民
角
川
偲
氏
は
工
業
統
計

調
査
功
絨
者
と
し
て
通
産
大
臣
賞
を
受

け
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
来
年
に
か
け
て
、
工
業
統

計
・
農
業
セ
ン
サ
ス
・
国
勢
調
査
と
各

種
統
計
が
あ
り
ま
す
が
、
町
民
の
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一

格
安
品
に
人
気
集
中

好
評
は
く
し
た
朝
市

〃
も
う
ち
ょ
っ
と
品
数
を
″
の
声
も

１
Ｉ
ｌ
ｌ
－
ｌ
Ｉ
ｉ
１
ｉ
デ
ロ
マ
ー
且
■
１
画
▲
一
■
■
Ⅱ
Ⅱ
‐
で
０
．

璽

９

城
住
民
の
安
定
し
た
生
活
の
一
助
と
し

た
い
計
画
を
す
す
め
る
予
定
で
す
。

蜘
吋

一
》甲

一
一

－
＝ 鼻
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り
ん
ご
百
年
記
念
郡
業
の
一
環
で
あ

る
第
十
六
阿
貼
腱
業
祭
・
津
軽
広
域
闇

艘
業
祭
十
一
月
会
期
の
行
那
は
、
二
Ｈ

か
ら
山
Ｈ
ま
で
の
三
日
間
収
稚
感
謝
祭

や
総
合
共
進
会
な
ど
の
ほ
か
、
多
彩
の

催
し
物
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
腱
業
祭
は
、
県
、
津
軽
広
域
市

町
村
圏
お
よ
び
県
艘
協
中
央
会
が
共
催

し
た
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
規
模

わ
が
側
の
産
業
が
発
腱
を
続
け
て
い
多
く
の
若
い
人
々
は
で
き
る
だ
け
上
の

く
た
め
に
は
、
生
産
に
撫
わ
る
労
働
者
学
校
を
出
て
い
わ
ゆ
る
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ

の
技
能
の
向
上
が
、
科
学
技
術
の
進
歩
－
に
な
ろ
う
と
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
生

と
と
も
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
必
要
産
に
亜
要
な
役
割
を
果
た
す
技
能
者
が

な
要
件
で
す
．
あ
ま
り
尊
砿
さ
れ
ず
、
よ
い
待
遇
を
与

と
こ
ろ
が
、
わ
が
国
で
は
今
ま
で
学
え
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
と
も
い
え
ま
し

歴
ば
か
り
を
戒
く
み
る
風
潮
が
挽
く
、
よ
う
。

》
》
・
》
恥
凰
》
恥
‐
》
心
酔
》
岬
諏
’
一
》
鍋
一
一
口
一
》
》
、
”
恥
や
一
》
》
》
咋
一
や
。
。
》
小
銃
凸
や
呼
出
》
”
塩
辛
》
‐
、
恥
一
，
》
酔
吋
へ
妙
呼
、
一
睡
減
》
》
負
や
》
Ｅ
一
心
、
、
》
岬
、
一
酌

蕪
懸
議
織
表
露
慧
篝
萱
鰄
癖

》
０
Ⅱ
ｆ
０
０
ｂ
Ｏ
０
４
０
‐
０
り
・
ウ
ゥ
ゥ
・
り
●
６
０
４
０
６
０
９
６
ｂ
０
１
９
，
．
９
６
０
◆
４
０
６
６
凸
９
９
０
４
●
ｑ
０
。
●
９
０
●
ｏ
ｆ
０
Ｕ
０
ｑ
０
。
Ｏ
尋
０
口
０
。
ｆ
６
０
０
４
０
●
６
９
０
■
■
０
■
■
９
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県農業祭 弘前会場
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Ⅱ
金
木
共
同
高
等
職
業
訓
練
校
Ⅱ

CG

いたけ” に 優等賞

金木石戸谷秀一

し

の
大
き
な
も
の
で
、
各
部
門
に
わ
た
る

出
砧
数
も
県
下
全
体
で
三
、
六
○
○
点

に
の
ぼ
り
、
ま
た
、
金
木
地
腫
典
業
改

良
許
及
所
符
内
で
も
十
四
名
が
そ
れ
ぞ

れ
の
部
門
に
出
姉
し
、
次
の
よ
う
な
優

秀
な
成
紙
を
お
さ
め
ま
し
た
。

▽
林
産
物
の
部

優
等
尚
し
い
た
け

石
戸
谷
秀
一
（
金
木
）

三
竿
尚
く
る
み
今
き
ぬ
（
喜
良
市
）

▽
り
ん
ご
の
部

二
等
微
ゴ
ー
ル
デ
ン
デ
リ
シ
ャ
ス

夏
坂
幸
子
（
金
木
）

▽
そ
さ
い
の
部

二
竿
批
な
が
い
も

中
谷
禰
一
（
川
介
）

▽
保
存
食
の
部

二
等
猫
ホ
ッ
ケ
す
し

吉
崎
キ
ャ
（
班
瀬
）

▽
水
稲
の
部

三
竿
尚
む
つ
あ
さ
ひ

外
崎
明
（
藤
枝
）

三
等
曲
ム
ッ
ホ
ナ
ミ

吉
旧
意
智
男
（
蒔
田
）

三
等
尚
ム
ッ
ホ
ナ
ミ

黒
滝
俊
治
（
蒔
田
）

０
１
；
：
：
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
：
：
：
０
：
：
：
１
１

労
働
行
で
は
、
技
能
者
に
対
す
る
評

価
を
商
め
、
技
能
を
尊
並
す
る
気
風
を

社
会
一
般
に
広
め
る
と
と
も
に
、
技
能

者
脚
身
に
も
十
分
な
力
を
つ
け
て
も
ら

う
た
め
に
職
業
訓
練
を
朧
ん
に
し
、
ま

た
技
能
検
定
を
実
施
し
て
い
主
す
。

当
金
木
共
Ｍ
商
等
職
業
訓
練
校
（
校

災
太
川
出
三
で
も
、
昭
和
四
十
六
年

よ
り
開
校
し
、
こ
れ
ま
で
に
群
接
工
二

十
八
潴
、
建
築
大
工
八
希
を
県
内
外
に

お
く
り
出
し
、
技
能
者
の
養
成
に
努
め

た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
さ
る
十
一
月
一

Ｈ
、
職
業
川
練
法
人
金
木
職
堆
訓
練
協

会
と
し
て
労
働
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。雌

で
は
、
転
職
を
希
望
す
る
鵬
業
者

の
た
め
に
腱
業
者
転
職
訓
練
を
実
施
し

ま
す
。こ
れ
は
、
現
に
典
業
に
従
邪
し
て
い

る
方
ま
た
は
一
年
前
ま
で
艇
業
に
従
郡

し
た
こ
と
の
あ
る
方
で
、
腱
業
か
ら
他

の
産
業
に
転
職
を
希
望
す
る
方
が
、
就

職
に
必
要
な
技
術
を
身
に
つ
け
る
た
め

の
訓
練
で
す
。

訓
練
科
目
は
受
淋
者
が
短
期
間
に
技

能
を
習
得
で
き
る
も
の
を
主
と
し
て
、

各
職
業
訓
練
校
が
分
校
を
没
慨
し
て
実

施
し
ま
す
。

な
お
、
当
町
金
木
共
Ｍ
商
葬
職
業
訓

練
校
で
は
次
の
要
項
で
実
施
し
ま
す
。

〔
科
目
〕

趣
築
科
（
趣
築
大
工
）

溶
接
科
（
地
裁
、
ガ
ス
）

篠
科
（
水
遊
、
ガ
ス
商
圧
）

〔
募
集
人
員
〕

各
科
共
十
三
名

金
木
共
同
高
等
農
業
者
の

職
業
訓
練
校
転
職
訓
練
に
つ
い
て

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
９
０
Ｑ
ｌ
４
１
９
９
Ｉ
０
０
０
９
０
Ｉ
１
０
９

〔
訓
練
期
間
〕

昭
和
五
十
年
一
刻
七
Ｈ
か
ら

同
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
三
ヶ
月
間

〔
入
校
手
続
き
〕

訓
練
を
希
望
す
る
人
は
入
校
願
件
（

町
役
場
産
業
裸
、
金
木
共
同
商
等
職
業

訓
練
校
に
あ
り
ま
す
）
に
、
町
艇
業
委

貝
会
が
証
明
す
る
「
証
明
弁
」
を
添
え

て
、
町
役
場
産
業
裸
ま
た
は
職
業
訓
練

校
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

授
業
料
は
一
‐
切
無
料
で
す
。
人
校
者

の
う
ち
盗
格
要
件
に
よ
っ
て
、
次
の
よ

う
な
訓
練
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◆
失
保
受
給
有
資
格
者

期
間
（
１
月
７
日
～
３
〃
釦
Ⅱ
）

一
受
講
手
当

右
期
間
の
一
通
緋
邦
竿
八
五
円

保
険
金
一
ヶ
月
六
千
円
ま
で

特
別
手
当

一
．
一
ヶ
月
二
千
円

金
木
共
川
間
竿
職
業
訓
練
校
（
校
災

太
田
川
二
）
で
は
、
寒
さ
き
び
し
い
こ

の
冬
を
、
お
年
寄
さ
ん
方
が
川
来
る
だ

け
暖
か
く
、
楽
し
く
過
せ
る
よ
う
に
と

「
お
年
寄

老
人
ホ
ー
ム
の
改
修
奉
仕

←

Ｏ
０
１
０
ｌ
Ｉ
０
Ｉ
０
Ｉ
：
８
Ｉ
ｊ
Ｉ
４

一
一

さ
ん
に
暖
か
く
’
’
一

陣
吟
い
韮
叩
ら
い
の
姻
痂
坐
と
ｌ
Ｌ
一

Ｊ

廟
』

金
木
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

（
溶
接
の
み
）
侭
一
一一

一

◆
失
保
受
給
無
衝
格
者
》
《

手
当
｝
《

一
一
ヶ
月
約
三
万
円
一

通
勤
手
当

特
別
手
当

〔
そ
の
他
〕

終
了
後
は
公
共
職
業
安
定
所
が
就
職
《

を
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。
詳
し
く
は
町
役
ゞ
一

場
産
業
裸
ま
た
は
職
業
訓
練
校
へ
お
問
一

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
金
木
共
同
高
等
職
業
訓
練
校
）
一

い
う
こ
と
か
ら
、
お
年
寄
さ
ん
方
の
唯

一
の
お
楽
し
み
場
で
あ
る
金
木
、
嘉
瀬

喜
良
市
の
各
老
人
ホ
ー
ム
の
改
修
奉
仕

を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
Ｍ
校
の
講
師
と
訓
練
生
が

一
体
と
な
っ
て
一
部
改
造
、
小
破
修
理

廸
典
の
修
理
な
ど
と
、
念
入
り
に
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
改
修
に
要
し
た
材
料
費

な
ど
は
す
べ
て
岡
校
で
負
担
し
、
関
係

者
か
ら
も
大
変
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

一

一

。》庫 I酷I 狸UBI
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２
、
選
挙
人
潴
輝
確
定
の
期
Ｈ
（
征
年

農
業
委
員
会
委
員
三
川
三
土
Ⅲ
）
に
年
令
噛
下
才

以
上
の
者
で
あ
る
こ
と
。

選
挙
人
名
簿
の
登
録
申
請
を
３
．
十
ア
‐
ル
以
上
の
粥
に
つ
い
て

耕
作
の
業
務
を
憐
ん
で
い
る
者
。

（
Ｓ
帥
・
１
．
１
～
１
．
ｍ
）
４
、
十
ア
ー
ル
以
上
の
艘
地
に
つ
い
て

耕
作
の
業
務
を
憐
ん
で
い
る
者
と
Ｍ

毎
年
一
〃
一
Ⅱ
現
在
に
よ
り
、
鵬
業
腱
業
委
此
の
改
選
が
あ
り
、
申
柵
件
に
塒
の
親
族
ま
た
は
配
遇
者
で
あ
っ
て

委
貝
会
委
口
選
挙
人
名
癖
の
迩
赦
申
諦
も
と
づ
い
て
洲
盤
す
る
新
し
い
名
輝
で
年
間
お
お
む
ね
六
十
Ⅱ
以
上
耕
作
に

神
を
選
挙
符
理
委
凸
会
（
艇
業
委
貝
会
選
挙
が
行
わ
れ
る
の
で
、
必
ず
叩
拙
件
従
事
し
て
い
る
と
艇
業
委
貝
会
が
認

経
由
）
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
を
提
出
す
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
め
た
者
で
あ
る
こ
と
。

り
ま
す
。
た
だ
し
、
登
戦
申
請
す
る
人
は
、
次
５
、
十
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
い
て

申
諭
件
に
も
と
づ
い
て
、
名
簿
が
確
の
要
件
に
該
当
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
耕
作
の
業
務
を
営
む
農
業
生
産
法
人

定
さ
れ
る
と
、
名
癖
に
翌
戦
さ
れ
な
か
ん
。
詳
し
く
は
、
艇
業
委
員
会
か
選
挙
の
組
合
貝
ま
た
は
社
貝
で
あ
っ
て
、

つ
た
者
は
、
そ
の
後
一
年
間
名
輝
に
登
笹
理
委
側
会
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
年
間
お
お
む
ね
六
十
Ｈ
以
上
耕
作
の

戦
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
１
、
当
該
艇
業
委
員
会
の
区
域
内
に
住
業
務
に
従
亦
し
て
い
る
と
農
業
委
員

と
く
に
、
昭
和
五
十
年
の
夏
に
は
、
所
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。
会
が
認
め
た
者
で
あ
る
こ
と
。

学校・公民館建設などに

多額の融資

＝簡易保険の積立を還元＝

郵便局（郵政

省）では、地方

公共団体の財政

事情を勘案し、

地域住民の福祉

の向上と公共施

設の早期建設を

目途に、皆さん

方の加入してい

る簡易保険の秋

立金の一部を公

共施設の資金と

して還元融資し

ています。

当町でも諸施

設の早期建設が

強く要望されて

いる現状から、

この簡保資金の

融資をうけ、か

ず多くの建設事

業にとりかかっ

ています。

昭和48年度に

おいてこの融資

により建設され

た施設は次のと

おりです。

金恭n両照
寵好’

皿ロ

ｌ
’

－

筋味斑全虹迅恥I鍵鯉
分水静史盃凡瞳

L_L‐食黍Ml･
1

オ
ラ
ン
ダ
の
農
業
》
口
一ｍ。一間
一

中
谷
肇
雑
一

オ
ラ
ン
ダ
は
九
州
よ
り
も
や
や
小
さ
に
、
ガ
ラ
ス
温
室
が
視
界
に
入
っ
て
き
Ⅲ
一
Ⅲ叩醐

い
脚
で
、
人
川
三
一
柾
○
万
人
、
ベ
ル
た
。
町
の
周
州
は
ガ
ラ
ス
温
室
が
粁
を
柵

ギ
ー
と
と
も
に
人
仙
栫
腱
の
商
い
側
で
並
べ
て
実
に
す
ば
ら
し
い
。
こ
の
地
帯
蝿Ⅲ都

あ
る
。
国
土
の
二
価
・
ハ
ー
セ
ン
ト
が
海
は
オ
ラ
ン
ダ
の
ほ
こ
る
温
室
剛
芸
地
幣
糾Ｉ・郡

而
よ
り
低
く
、
山
品
や
森
林
は
少
な
く
で
、
ガ
ラ
ス
の
町
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
鰐

ほ
と
ん
ど
が
平
坦
で
あ
る
。
見
渡
す
限
私
達
の
行
っ
た
時
は
、
ト
マ
ト
・
キ
ュ
謡マ阜亘問

り
の
平
坦
地
に
縦
横
に
運
河
が
走
り
、
ウ
リ
・
ピ
ー
マ
ン
・
サ
ラ
ダ
菜
な
ど
が
Ⅲ
↑
州

干
拓
典
業
の
姿
が
う
か
が
え
る
。
し
か
収
種
さ
れ
て
い
た
。
投
伽
は
換
気
・
か
蝉

も
そ
れ
ら
の
礫
地
に
点
在
す
る
丁
タ
リ
ん
水
な
ど
温
度
澗
整
が
全
、
肋
に
な
っ
率

ア
ポ
プ
ラ
林
（
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
位
づ
つ
て
い
る
。
こ
こ
の
温
室
の
建
投
は
Ｈ
本
戦Ｎ

一

の
用
材
を
取
る
為
の
林
）
。
そ
し
て
広
の
会
社
が
作
っ
た
も
の
が
多
い
そ
う
姥
》
ゞ

々
と
し
た
所
に
放
牧
さ
れ
た
牛
や
ガ
ラ
こ
の
温
室
地
排
の
中
央
に
は
有
名
な
ウ
坐

ス
温
室
の
園
芸
地
帯
を
見
る
と
、
オ
ラ
イ
ス
ト
ラ
ン
ド
市
場
が
あ
る
。
こ
の
市
皿睡

ン
ダ
は
酪
農
と
胴
芸
の
腱
業
王
国
だ
と
場
は
生
産
者
の
組
織
で
遮
営
さ
れ
、
農
》杜

一
計
一
呼
翫
州
《
畢
準
峅
一
睡
》
一
一
一

つ
く
づ
く
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。

一
文
学
に
地
平
線
に
続
き
、
山
の
多
い
行
わ
れ
る
。
舞

州
井
嵌
峠
秘
《
帳
峠
峰
挫
禍
恥
需
癖
岨
誕
》
》
咋
椿
恥
州
咋
挫
榊
蝿
》
確
伽
州
一

た
。
一
九
八
○
年
に
は
二
○
万
へ
ク
タ
術
も
一
段
と
進
歩
し
て
い
る
。
菫

ｌ
ル
が
完
成
す
る
と
い
う
。

干
拓
の
作
り
方
は
、
水
を
ぬ
い
て
砂

一

利
を
し
き
、
そ
の
上
に
土
を
上
げ
て
淡

水
で
塩
分
を
ぬ
き
、
芦
の
枕
を
ま
い
て

耕
し
て
利
川
す
る
方
法
で
行
わ
れ
る
そ

う
だ
。
次
は
青
果
市
場
と
柵
室
を
見
た
。
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
ホ
テ
ル
を
出
発
し
て

ク
ン
フ
ォ
ー
市
経
由
プ
ー
デ
ー
ク
に
向

か
う
。
牧
草
地
が
果
て
し
な
く
続
き
、

二
○
～
三
○
頭
の
牛
が
群
を
な
し
て
遊

ん
で
い
る
風
景
に
見
と
れ
て
い
る
う
ち

《
麓
蔑
搬
興
鋤
灘

÷

蝿

窺
溺
調
漣
箱
溺
潔
罰
調
漣
錨
漁
灘
芯
驚

（
そ
の
三
）

一
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昭
和
四
十
七
年
十
月
完
成
の
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
三
階
趣
の
校
舎
ｌ
普
通

教
室
十
三
、
特
別
教
室
四
、
特
別
室
九

そ
れ
に
撫
堆
も
含
め
て
、
な
る
程
近
代

的
で
す
ば
ら
し
い
と
い
う
感
が
す
る
。

こ
の
七
月
末
に
校
舎
北
東
側
に
プ
ー

ル
が
完
成
し
、
又
八
月
に
は
校
庭
整
備

も
行
わ
れ
て
、
野
球
の
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト

相
撲
場
の
移
転
、
二
百
米
の
ト
ラ
ッ
ク

も
ほ
ぼ
完
了
し
た
の
で
、
校
長
を
含
め

て
十
八
名
の
轍
貝
が
落
藩
い
た
雰
囲
気

で
教
育
に
当
っ
て
い
る
。

表
現
力
を
伸
ば
そ
う
と

作
文
指
導

今
年
の
学
校
探
題
は
「
表
現
力
を
伸

ば
す
」
ｌ
特
に
作
文
指
導
ｌ
で
あ
る
。

本
校
児
童
の
実
態
か
ら
み
て
、
Ｍ
画
、

習
字
、
版
画
坤
の
表
現
能
力
は
比
較
的

商
い
水
準
に
あ
る
が
「
物
辨
に
あ
き
や

す
ど
と
い
う
欠
点
を
な
く
し
、
思
考

を
要
す
る
発
表
力
を
商
め
、
す
じ
み
ち

の
通
っ
た
表
現
力
の
定
若
を
図
る
た
め

前
年
度
か
ら
課
題
解
決
の
た
め
取
組
ん

で
い
る
。

更
に
九
月
に
は
五
・
六
年
の
運
助
能

力
体
力
を
検
査
し
た
結
果
、
全
同
平
均

に
比
較
し
て
、
投
力
は
よ
い
が
、
走
跳

力
竿
が
劣
る
と
い
う
実
態
を
踏
ま
え
て

こ
れ
か
ら
は
体
育
施
役
投
伽
を
活
用
し

な
が
ら
、
汁
画
的
に
体
力
能
力
を
伸
ば

し
て
や
り
、
文
字
通
り
心
身
共
に
健
康

な
子
供
に
育
て
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

今
年
度
に
な
っ
て
父
兄
参
観
日
を
五

Ｍ
行
っ
て
い
る
が
、
い
つ
も
二
百
名
以

上
の
参
観
者
を
数
え
非
常
に
心
強
く
感

じ
て
い
る
し
、
こ
れ
か
ら
も
父
兄
の
要

グ

望
と
信
頼
に
答
え
る
べ
く
、
毎
刷
趣
向

を
変
え
て
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

か
つ
て
年
中
出
稼
ぎ
者
が
在
鰐
数
の

半
数
を
越
え
る
地
域
に
勤
務
し
て
、
非

行
生
を
出
し
た
塀
の
な
い
経
験
も
あ
る

嘉
瀬
小
学
校
長

古
川
健
造

～

が
、
こ
れ
か
ら
当
地
区
は
、
出
稼
ぎ
者

が
多
く
な
っ
て
く
る
の
で
、
子
供
心
も

動
揺
す
る
時
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
に
学

校
側
と
家
庭
と
の
連
絡
を
密
に
し
な
が

ら
、
愛
情
と
激
励
を
失
わ
ず
に
、
子
供

を
よ
く
見
守
っ
て
や
ら
な
け
れ
ば
と
、

痛
感
し
て
い
る
こ
の
頃
で
あ
る
。

◎
校
歌

一
、
紅
の
陽
は
お
ご
そ
か
に

大
倉
山
を
の
ぼ
り
く
る

明
る
い
瞳
か
が
や
か
せ

幸
福
の
花
ひ
ら
く
の
は

あ
あ
わ
が
斑
瀬
の
小
学
校

二
、
緑
の
風
は
さ
わ
や
か
に

津
軽
の
野
辺
に
ふ
き
か
よ
う

健
や
か
な
胸
は
ず
ま
せ
て

希
望
の
歌
を
う
た
う
の
は

あ
あ
わ
が
嘉
瀬
の
小
学
校

三
、
真
白
の
雪
は
か
る
や
か
に

二
つ
の
森
を
す
ぎ
て
ゆ
く

た
ゆ
ま
ぬ
心
つ
ち
か
っ
て

平
和
の
里
を
つ
く
る
の
は

あ
あ
わ
が
嘉
瀬
の
小
学
校

◎
学
校
目
標

頓
も
し
い
子
供

一
、
よ
く
考
え
勉
強
す
る
子
ど
も
。

二
、
親
切
で
礼
儀
正
し
い
子
ど
も
。

三
、
力
を
合
わ
ぜ
喜
ん
で
は
た
ら
く

子
ど
も
。

四
、
明
る
く
健
康
な
子
ど
も
。

蜑孝黍平一家，J

1イ
れんさい ゑcc呂老、

パ
パ
に
は

ペ
ン
ト
ウ

昭
和
四
十
九
年
四
月
一
日
以
降
に
お

い
て
輸
血
を
受
け
、
そ
の
血
液
代
金
（

自
己
負
担
金
）
を
医
療
機
関
に
支
払
っ

た
場
合
、
Ｈ
本
赤
十
字
社
が
そ
の
自
己

負
担
金
分
を
お
支
払
い
し
、
実
質
的
に

血
液
代
金
を
無
料
に
し
て
献
血
さ
れ
た

方
々
の
善
意
を
広
く
及
ぼ
そ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

一
・
申
論
者

脈
則
と
し
て
輸
血
を
受
け
た
本
人
。

た
だ
し
輸
血
を
受
け
た
方
が
申
論
で
き

な
い
事
情
が
あ
る
場
合
は
代
理
人
。

二
、
申
鯖
方
法

申
請
者
の
川
紙
は
医
療
機
関
Ⅱ
赤
支

部
血
液
セ
ン
タ
ー
窓
Ⅱ
、
又
は
役
場
で

お
受
取
り
下
さ
い
・
申
諭
丼
は
必
要
蛎

項
を
記
入
し
輸
血
を
受
け
た
方
の
住
ん

で
お
ら
れ
る
市
町
村
役
場
を
経
由
し
、

青
森
市
新
町
二
丁
目
鯛
番
二
五
号

川
本
赤
十
字
社
青
森
県
支
部

へ
送
付
し
て
下
さ
い
。
申
請
将
は
な
る

べ
く
早
く
お
出
し
下
さ
い
・

三
、
支
給
対
象
血
液

薬
価
基
準
に
の
っ
て
い
る
健
康
保
険

が
適
用
さ
れ
る
血
液
（
全
製
剤
及
び
血

液
成
分
製
剤
）

一

血
液
無
料
化
の

お
知
ら
せ

廷

螺ｂ
声／

恥
籾

ベ
ン
ト
ウ
ー

瀞忌 サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
税
金
は
年
末
調
整

で
精
算
さ
れ
ま
す
。
①
今
年
中
に
配
遇

者
や
扶
養
親
族
に
異
動
が
あ
っ
た
人
②

本
人
が
住
む
た
め
に
住
宅
を
新
築
し
た

り
へ
新
築
住
宅
を
購
入
し
た
人
で
二
年

目
以
降
の
住
宅
取
柵
控
除
を
受
け
る
人

③
住
宅
貯
蓄
控
除
を
受
け
ら
れ
る
人
な

ど
は
、
特
に
手
続
き
を
忘
れ
な
い
よ
う

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
災
害
に
あ
っ
て
雑
拙
控
除
が

受
け
ら
れ
る
人
、
阪
療
聾
控
除
が
受
け

ら
れ
る
人
、
今
年
か
ら
住
宅
取
得
控
除

を
受
け
ら
れ
る
人
な
ど
は
確
定
申
告
を

し
て
税
金
の
還
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

四
、
支
給
額

血
液
代
金
の
う
ち
社
会
保
険
各
法
な

ど
の
法
令
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
る
額
を

控
除
し
た
自
己
負
担
額
、
但
し
高
額
医

療
聾
制
度
を
実
施
し
て
い
る
社
会
保
険

に
加
入
し
て
お
ら
れ
る
方
は
一
ヶ
凡
’

一
医
療
機
関
当
り
三
万
円
を
限
度
と
し

ま
す
。な
お
、
申
識
の
手
続
や
そ
の
他
ご
不

明
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
町
役
場

民
生
裸
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
税
金
は

年
末
調
整
で
精
算
さ
れ
ま
す

づ
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ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
十
月
届
出
分
）

（
岬
川
志
幽
釧
一
型
予
郎
華
幽
一
刎
所
価

（
淋
剛
鋤
吟
一
江
趣
雄
畔
鋤
一
鑑
城
細

（
棡
郡
フ
韮
飛
一
鐸
一
皿
癖
挫
一
峅
岬
恥

（
瀧
鮭
翫
協
海
洲

（
細
御
ゆ
め
捌
一
趣
焔
聖
地
一
諦
虹
”

（
誠
獅
皿
蛙
榔
一
岬
麩
郎
睦
蜘
一
搾
知
紬

（
岬
御
芥
雑
仁
一
峠
録
他
挫
一
榊
岨
細

（
岫
作
ゆ
↑
郡
一
州
挿
垂
“
一
識
所
伽

（
岬
州
和
郡
一
唾
湿
璋
鋤
一
砂
疏
林

（
御
亟
志
蝿
嘩
一
弐
“
率
鋤
一
嚥
葉
幟

（
韮
州
和
樺
一
繧
孝
恥
畦
鋤
一
解
森
榊

（
鵬
純
唾
紗
溺
忍
柵

（
郡
御
柳
榊
一
恥
岬
“
妙
一
幟
柳
琳

（
帷
州
桐
硴
雄
一
認
“
華
鋤
一
睡
所
僻

（
州
卿
み
壁
Ｌ
坐
岬
娠
門
坐
鋤
一
剛
川
岬

（
確
峠
州
准
一
鋤
堆
助
峰
“
一
“
恥
極

（
癖
州
点
痔
一
溌
啼
“
“
一
幟
海
坤

（
鯏
卿
さ
と
秘
一
幟
唖
郎
峰
幽
一
淋
脇
啼

暇
（
博
志
煙
男
）
榔
良
巾

（
吟
々
木
英
子
（
栄
及
女
）
秋
川
雌

（
州
岬
極
榔
一
峠
癖
率
鋤
一
識
海
魎

（
岫
州
咋
州
一
将
睡
郎
嘩
蝿
一
峅
継
岬

（
雌
峅
州
群
剛
一
雌
椎
坐
鋤
一
岬
迭
綱

（
艸
膝
正
恢
一
吋
峠
郎
那
蝿
一
洲
溺
岬

へ
川
野
撚
郎
二
辮
艮
男
）
兵
服
雌

一
鴫
海
は
る
（
和
夫
３
女
）
金
木

（
岬
州
岬
倖
一
罐
斗
郎
挫
鋤
一
嘩
虫
擁

、
川
中
広
（
吹
行
２
男
）
金
木

一
烏
越
干
鎚
子
（
灰
Ｕ
２
女
）
熊
本
雌

（
》
岬
雌
儲
一
恥
維
郎
坐
鋤
一
癖
“
耐

へ
工
藤
榊
夫
（
澗
兜
及
男
）
班
瀬

一
鯨
ル
チ
ョ
ｆ
（
宏
平
４
女
）
埼
雅
雌

（
祁
州
岬
桃
一
岬
唖
郎
鐸
妙
一
榊
州
牌

（
雪
上
幟
訓
一
蠅
垂
弛
鋤
一
錘
柳
祁

（
剛
剛
郁
識
一
婦
澤
廻
挫
一
睡
海
野

（
州
山
郵
錘
一
恥
搾
型
鋤
一
睡
畔

へ
秋
元
利
行
（
良
作
３
男
）
金
木

一
瀬
概
淌
子
（
広
美
４
女
）
描
肋
雌

へ
小
関
正
光
（
贋
太
郎
３
男
）
柏
村

一
釆
川
典
子
（
徳
太
郎
２
女
）
八
兀
市

（
識
蠅
砺
溌
忘
洲

（
醐
私
藤
溺
薊
蹴

（
十
一
月
届
出
分
）

（
加
州
イ
班
誠
一
皿
辞
繼
叫
一
癖
木
岬

（
“
叫
行
罐
端
迄
難
雌
春
峰
越
一
利
浦
術

一

（
秘
剛
稚
崎
一
誕
惟
郎
諏
“
一
睡
所
峠

へ
松
川
征
（
術
二
蛙
男
）
螺
瀬

一
佐
藤
志
保
子
（
定
雌
４
女
）
藤
崎
町

（
椛
州
打
榊
岸
瀝
封
郎
班
挫
一
樺
取
恥

（
岬
榊
マ
サ
郡
一
部
咋
峰
妙
一
“
阪
岬

（
州
瀬
州
峅
峰
唖
菫
州
“
蜘
一
幟
叫
岬

（
州
御
鰄
趣
一
州
華
郎
罐
鋤
一
峰
森
岬

（
帷
州
稚
岼
一
吋
録
畔
挫
一
嶮
和
畔

（
郷
Ⅲ
秀
作
一
垂
雄
垂
妙
一
鉢
山
桃

（
雌
脈
懸
誘
鐡
忘
纐

（
岬
恥
秀
祁
一
朴
蝿
郵
挫
一
鉢
榊

（
蝿
剛
セ
秤
柵
一
評
訟
郎
畦
鋤
一
幅
肌
噸

（
川
州
睡
柁
萩
畔
嘩
蝿
一
郷
海
繩

ヘ
浜
孵
佃
弘
（
太
再
男
煙
男
）
東
京
都

一
小
祥
八
收
子
（
淌
七
５
女
）
川
命

（
蜘
楴
呼
莉
産
州
郎
睦
鋤
一
州
力
榊

へ
木
川
忠
穴
愈
雄
腿
男
）
群
良
市

一
岡
本
郁
子
（
正
作
腿
女
）
稲
加
村

（
淋
剛
む
誠
一
一
搾
埜
咽
坤
妙
一
椎
里
岫

（
雄
擁
真
弛
瀝
奉
華
坐
峰
田
畔

（
岬
鋤
碑
輌
一
僻
畦
郎
姻
鋤
一
鉢
都
柿

（
雌
岬
あ
》
諫
一
帷
嘩
陸
地
一
鉢
九
刺

（
岬
録
卦
鋤
試
到
延
非
一
郷
妬
訓
捧
峰
躰

（
鍛
州
み
釧
州
一
嘩
峰
郎
那
鋤
一
轆
奈
岬

（
”
岬
み
垳
禅
一
蝿
垂
郎
涯
秘
一
幟
浦
峠

（
柵
輔
瑞
溺
応
鵬

（
州
州
川
踏
弛
一
罹
釧
畦
坐
一
銃
木
枠

ご
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
十
月
届
出
分
）

秋
元
麻
水
子
（
和
雌
及
女
）
金
木

小
林
忍
二
錐
災
男
）
金
木

須
崎
雌
広
（
脈
２
労
）
斑
瀬

布
〆
芥
鈴
呑
（
広
３
女
）
金
水

川
中
良
尚
（
洋
志
夫
艇
男
）
金
水

須
崎
美
再
（
京
二
及
女
）
恥
瀬

瞠
利
光
紀
（
達
雄
災
叫
）
金
水

沢
川
美
鈴
（
修
治
艇
女
）
斑
瀬

岡
川
敏
伸
（
明
男
及
外
）
金
木

服
旧
忠
子
（
俊
昭
及
女
）
中
杣
木

秋
元
両
合
子
（
文
雄
２
女
）
川
術

今
美
由
紀
（
雄
一
郎
ソ
一
女
）
再
良
巾

岡
川
裕
美
（
定
推
及
女
）
際
良
巾

松
尼
科
索
（
光
秋
及
叫
）
金
木

中
山
獅
也
（
進
及
男
）
金
水

今
文
明
（
博
服
災
叫
）
牌
良
巾

泉
芥
蕪
（
磯
２
女
）
川
倉

松
川
裕
に
（
勉
災
叫
）
嘉
瀬

荒
〃
知
博
（
勉
２
〃
）
金
木

今
満
〃
漣
（
広
腿
女
）
榔
良
巾

古
川
淳
一
（
新
一
腿
労
）
科
良
巾

今
美
由
紀
（
政
巾
２
女
）
再
良
市

内
海
麻
佐
美
（
雅
彦
艇
女
）
粥
瀬

角
川
守
（
賑
皿
災
男
）
金
木

一

（
州
杣
畔
訓
一
坤
怯
郎
李
鋤
一
岬
肌
細

（
惟
峠
排
桃
諏
唾
挫
坐
誌
森
岬

（
銅
蜘
榊
州
一
幟
蝿
唯
坐
幟
浦
峠

（
州
岫
睦
幸
一
細
斗
岬
蝿
一
擢
川
細

（
岬
確
せ
却
一
樒
榧
唾
叫
一
御
加
州

（
州
恥
キ
備
諦
一
輪
群
郎
準
妙
一
鍛
榊

（
却
峠
裕
醗
一
稚
岬
翠
坐
州
前
価

（
“
峠
脾
華
抑
一
睡
琳
奉
“
一
御
所
杣

Ⅷ
州
峨
鮴
一
恥
胱
”
一
雌
一
坤
榊
一
己
一

体
藤
猴
乃
（
雅
光
脆
女
）
金
水
辮
い

悔
城
聡
（
守
２
労
）
金
水
織
Ｉ

一
肌
叩

金
本
将
経
（
脈
Ｉ
隆
叫
）
金
水
淵而一Ｗ、一畑

（
十
一
月
届
出
分
）
柵｝ⅢⅢ

古
川
知
忠
ｆ
（
克
平
災
女
）
撫
良
巾
朏

糸
祥
陥
一
（
帖
叫
災
叫
）
禽
良
巾
州、皿

沢
川
川
抑
（
欣
也
雌
ｋ
）
金
水
細川．袖

、
川
理
映
子
（
蝦
光
災
女
）
川
介
朏画・的

岡
川
英
奈
子
（
一
脚
腿
女
）
撫
良
巾
酬川皿

占
崎
血
ｆ
（
忠
血
腿
女
）
聯
瀬
棚

言
上
淌
人
（
力
雄
災
叫
）
点
良
巾
繩

神
以
旋
（
良
唯
２
女
）
牌
良
巾
認

古
川
英
介
（
繁
２
砂
）
沢
部
蝿叩閥

大
怖
幸
化
（
汀
博
災
女
）
金
水
鑿

川
川
尚
之
（
仏
隈
瞠
叫
）
撚
良
巾
幽

畑
中
育
代
（
〃
郎
災
女
）
金
木
蝉△分崗

加
藤
博
肚
（
雄
災
叫
）
金
木
蕊一皿碓

珈
幟
鋸
叫
一
軒
辨
挫
牝
一
畔
坐
仲
需

神
一
雅
（
折
三
及
叫
）
聯
瀬
辮喝鄙

伊
丸
岡
催
（
義
正
２
〃
）
稗
良
巾
識

岬
州
さ
叫
嘩
一
榊
恥
鐸
“
一
稚
林
得

州
岬
あ
伽
斗
一
椿
岬
挫
坐
一
部
良
岬
一
一

内
海
唖
紀
子
（
勘
治
２
女
）
斑
瀬

中
村
隆
之
（
武
美
４
男
）
金
木
軍

神
成
博
が
（
正
広
災
男
）
金
木
一

米
塚
み
ゆ
き
（
利
器
及
女
）
金
少
木
巽

台
丸
谷
淳
子
（
隆
２
女
）
金
木
躍
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